
時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

雇
用
・
労
働

募　

集

無
料
就
職
セ
ミ
ナ
ー

〜
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
〜

防
火
管
理
講
習
会

後
期
技
能
検
定
試
験

漁
業
セ
ン
サ
ス
調
査
を

実
施
し
ま
す

『
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
い
か
い
高
齢
者
等

　
　
　
　

捜
索
模
擬
訓
練

10
月
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
促
進
強
化
月
間
で
す

時
10
月
24
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
就
職
に
向
け
た
『
履
歴
書
の
書
き

方
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
』

定
20
人
（
申
込
順
）

申
10
月
21
日
㈪
ま
で
に
登
別
職
業
訓

練
協
会
（
☎
85
1
4
5
0
）

時
11
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬
9
時
〜
17

時
所
市
民
会
館

内
甲
種
防
火
管
理
講
習

定
100
人
（
申
込
順
）

費
6
千
円

申
消
防
本
部
・
各
消
防
支
署
備
え
付

け
ま
た
は
㈶
日
本
防
火
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
10
月
28
日
㈪
〜

11
月
8
日
㈮
に
㈳
北
海
道
消
防
設

備
協
会
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

時
10
月
7
日
㈪
〜
18
日
㈮
受
け
付
け

内
機
械
検
査
、
機
械
保
全
、
油
圧
装

置
調
整
、
菓
子
製
造
、
建
築
大
工
、

配
管
、
型
枠
施
工
、
鉄
筋
施
工
、

機
械
プ
ラ
ン
ト
製
図
、
金
属
材
料

試
験
な
ど

問
胆
振
地
方
技
能
訓
練
協
会
（
胆
振

総
合
振
興
局
商
工
労
働
観
光
課
内
・

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
漁
業

セ
ン
サ
ス
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

『
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
』
は
、

関
東
圏
居
住
の
人
々
が
、
親
睦
交
流

や
情
報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、
ふ

る
さ
と
登
別
の
発
展
を
願
う
会
と
し

て
、
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
、

500
人
を
超
え
る
会
員
が
登
録
し
て
い

ま
す
。

時
11
月
9
日
㈯
12
時

所
羽
田
空
港
第
一
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
6
階
（
現
地
集
合
・
解
散
）

費
7
千
円
（
懇
親
会
費
）

認
知
症
の
方
に
対
す
る
気
付
き
の

目
を
養
い
、
正
し
い
声
の
掛
け
方
や

対
応
を
学
び
ま
す
。

時
10
月
23
日
㈬
9
時
30
分
〜
12
時
30

分
（
9
時
か
ら
受
付
開
始
）

所
市
民
会
館

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）

こ
の
制
度
は
国
の
退
職
金
制
度
で

す
。

•
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
、

手
数
料
も
掛
か
り
ま
せ
ん

•
社
外
積
み
立
て
で
管
理
も
簡
単
で

す
•
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
加
入
も
可
能

で
す

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

 

（
☎
03

－

6
9
0
7

－

1
2
3
4
）

こ
の
調
査
は
、
水
産
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
水
産
行
政

の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

漁
業
関
係
者
の
所
へ
統
計
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
総
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
3
0
）

☎
㉔
9
5
8
8
）

※
旅
費
、
宿
泊
費
な
ど
は
自
己
負
担

で
す
。

申
10
月
22
日
㈫
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
6
5
8
6
）

　火災は、火気を使用する機会
が多くなる10月から 3月にかけ
て多発しています。
　また、建物から出火した火災
のうち住宅火災が約 6割を占め
ています。
～住宅防火　いのちを守る
 ７つのポイント～
３つの習慣
１．寝たばこは絶対やめる
2．ストーブは、燃えやすいも
のから離れた位置で使用す
る

3．こんろなどのそばを離れる
ときは、必ず火を消す

４つの対策
１．逃げ遅れを防ぐために、住
宅用火災警報器を設置する

2．寝具や衣類、カーテンから
の火災を防ぐために、防炎
品を使用する

3．火災を小さいうちに消すた
めに、住宅用消火器などを
設置する

4．お年寄りや身体の不自由な
人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる

問消防本部総務Ｇ
 （☎85９６１１）

10月15日火～31日木

秋の全道火災予防運動
消すまでは　心の警報

ＯＮのまま
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第
7
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
募
集

雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ

資
格
継
続
研
修

日
本
南
極
地
域
観
測
隊
員
の

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

〜
国
際
理
解
講
座
〜

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
入
校
生
募
集

市
民
と
市
議
会
の
意
見
交
換
会
を

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
、
学
術
・
文
化
・
福
祉
・
教

育
・
経
済
な
ど
の
各
分
野
に
専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
方

内
総
務
・
教
育
、
生
活
・
福
祉
、
観

光
・
経
済
各
委
員
会
で
必
要
と
認

め
た
と
き
、
議
案
な
ど
の
審
査
ま

た
は
調
査
の
た
め
の
参
考
意
見
を

述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
㈶

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
8
種
類
の

時
10
月
19
日
㈯
9
時
〜
14
時

所
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ
の
資
格
を

取
得
し
て
か
ら
3
年
以
内
の
方

内
応
急
手
当
の
復
習
、
認
定
取
得
後

の
変
更
点
の
確
認
な
ど

定
5
人
（
申
込
順
）

費
１
千
150
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
10
月
16
日
㈬
ま
で
に
日
本
赤
十
字

社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福

祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

時
10
月
23
日
㈬
18
時

所
市
民
会
館

内
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校

時
11
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬
願
書
受
け

付
け

対
求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方

内
１
年
ま
た
は
2
年
間
の
訓
練

問
同
校
（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
・

思
0
1
2
5
52
9
1
7
7
）

教
諭
・
酒さ

か

井い

誠せ
い

至じ

さ
ん
に
よ
る
、

南
極
で
の
経
験
、
自
然
な
ど
の
話

定
20
人
（
申
込
順
）

申
10
月
15
日
㈫
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

開
催
し
ま
す
。

時
10
月
16
日
㈬
18
時

所
市
民
会
館

内
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
神か

ん

原ば
ら

勝ま
さ
る

さ
ん
の
基
調
講
演
、
議
員
定
数
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局
（
☎
85
9
2
2
0
）

申
議
会
事
務
局
備
え
付
け
ま
た
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
10
月

21
日
㈪
ま
で
に
、
持
参
ま
た
は
郵

送
（
当
日
消
印
有
効
）
、
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
議
会
事
務
局

（
〒
059

－

8
7
0
1
中
央
町
6
丁

目
11
、
思
85
0
0
1
8
、
Ｅ
メ
ー

ル
：gikai@
city.nob

orib
e

tsu.lg.jp

）

※
サ
ポ
ー
タ
ー
の
氏
名
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
で

公
開
し
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
（
☎
85
9
2
2
0
）

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
『
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
は
、
住
民
が

自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に

基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
の
整
備

に
関
し
て
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
助
成
金
額　

100
万
円
〜
250
万
円

●
申
請
書
提
出
期
限　

10
月
15
日
㈫

※
他
の
7
事
業
の
概
要
や
申
請
書
提

出
期
限
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
企

画
調
整
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

◎教育資金　年1.94％（固定金利）
高校・大学への入学金や授業料、教材費、
下宿代などに利用できます。
※ 保証料は北海道労働金庫会員の方は
0.6％、それ以外の方は1.2％です。
融資限度額　300万円

◎生活資金　年2.28％（固定金利）
結婚・介護費用などの大きな出費や生活
の安定に必要な費用など幅広く利用でき
ます。
※ 保証料は北海道労働金庫会員の方は
0.6％、それ以外の方は1.2％です。
融資限度額　100万円

◆融資の対象となる方
• 登別市内に居住し、同一事業所に１年
以上勤務されている方（自営業者を除
きます）
• 安定した収入のある方で、前年の収入
が150万円以上の方
• 最終返済年齢が満76歳未満となる方
◆返済期間　10年以内
※ 教育資金は在学期間中（最長 4年間）
に限り返済を据え置くことができます。
◆ 返済方法　元利均等返済方式（ボーナ
ス返済併用可）
◆ 用意するもの　身分を証明するもの
（運転免許証など）、健康保険証、納
税証明書、前年の源泉徴収票（機械処
理されているもの）、印鑑、資金使途
確認書類（合格通知書や在学証明書、
学費納付書など・教育資金のみ）
◆ 申込金融機関　北海道労働金庫室蘭支
店（☎㉒ 1 9 7 5 ）、室蘭東支店（☎
45 3 6 1 1 ）
※ なお、金融機関の審査の結果、ご希望
に添えない場合があります。

問商工労政グループ（☎85２１７１）

教育資金や生活資金をサポートします
～登別市勤労者特別融資制度～
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